
【性暴力・性犯罪による被害者支援の流れ】

警察への届け出
意思なし

支援のコーディネート

弁護士による法律相談、精神科医、臨床心理士等
によるカウンセリング等の専門相談

電話等による相談

県公費負担制度活用

被 害 者

警察への届け出の意思確認

警察への届け出
意思あり

診 療
１ 問診 ２ 証拠資料採取
３ 感染症検査、治療 ４外傷確認、治療
５ 緊急避妊必要性診断、処方
６ 診断書作成 等

警 察

産 婦 人 科 医 療 機 関

届け出

警察官の付添いで受診

※被害者に対する相談支援は警察への届け出の有無に関わらず実施

警察へ通報

警察による捜査
医療機関の捜査協力
・証拠資料等提出
・診断書作成 等

精神的社会的自立に向けた相談等を継続して実施

来 院 警察や医療機関に相談していない人

警察の公費負担制度活用

後日の警察への届け出に備えたカルテ整備、
証拠保全

診 療

１ 問診
２ 証拠資料採取
３ 感染症検査・治療
４ 外傷確認、治療
５ 緊急避妊必要性診断、処方
６ 診断書作成 等

性暴力被害者サポートセンター

拠点病院・協力医療機関


